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第
75
回
通
常
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
に
と
も
な
い
、各
支
店
に
合
計
３
０
０
名
の
出

席
要
請
を
し
、２
２
９
名
の
出
席
と
５
４
１
名
の

委
任
状
出
席
を
得
て
、コ
ロ
ナ
前
と
同
様
に
開
催

を
し
た
。（
正
組
合
員
と
は
別
に
、准
組
合
員
の
出

席
者
は
82
名
）会
場
は
、出
席
者
の
濃
厚
接
触
を

避
け
る
た
め
に
、昨
年
同
様
山
形
テ
ル
サ
の「
テ

ル
サ
ホ
ー
ル
」と
し
感
染
防
止
に
努
め
た
。

　

そ
の
後
、佐
藤
専
務
が
開
会
の
挨
拶
と
Ｊ
Ａ
綱

領
を
読
み
上
げ
て
開
始
。

　

は
じ
め
に
、大
山
組
合
長
よ
り
出
席
さ
れ
た
組

合
員
へ
御
礼
を
述
べ
、令
和
４
年
度
の
事
業
活
動

の
概
要
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
国
際
情
勢

に
よ
る
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
の
状
況
の
中
、組

合
員
・
利
用
者
皆
さ
ま
の
協
同
の
成
果
に
よ
り

昨
年
の
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
計
画
を
上
回
っ
て
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

剰
余
金
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
の
店
舗

体
制
を
維
持
す
る
た
め
、任
意
積
立
金
と
し
て
施

設
整
備
・
修
繕
を
目
的
と
し
た
積
立
金
２
，０
０

０
万
円
を
計
上
、組
合
員
皆
さ
ま
へ
の
出
資
配
当

金
は
昨
年
同
様
の
３
％
と
し
２
，３
７
１
万
１
，

１
３
０
円
の
配
当
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た
と
は
い
え
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
な

国
際
情
勢
・
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

残
り
の
剰
余
金
７
億
３
，７
８
９
万
５
，５
４
４

円
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
出
資
配
当
等
が
で
き

る
よ
う
次
期
繰
越
剰
余
金
と
し
て
備
え
る
こ
と

と
し
た
。

　

ま
た
、令
和
５
年
度
は
不
動
産
事
業
の
開
始
か

ら
50
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
、持
続
可
能
な
賃

貸
経
営
を
目
指
す
べ
く
東
北
芸
術
工
科
大
学
と

連
携
し「
エ
コ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。２
年
間
で（
株
）ジ
ャ
オ
所
有
の

共
同
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
す
る
計

画
。大
学
の
准
教
授
や
専
門
教
員
の
知
識
・
学
生

の
柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、組
合
員
の
賃
貸
住
宅
資
産
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
長
寿
命
化
の
取
り
組

み
に
よ
り
、組
合
員
の
所
得
増
大
に
繋
げ
る
旨
を

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、伊
藤
信
用
事
業
専
任
常
勤
理
事
が
総

会
の
成
立
を
宣
言
し
、
議
長
の
選
任
を
議
場
に

諮
り
、
正
組
合
員
の
齋
藤
充
広
さ
ん
（
中
鉄
１
）

を
選
任
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

伊
藤
信
用
事
業
専
任
常
勤
理
事
が
議
案
の
説

明
を
行
い
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
並

び
に
附
帯
決
議
の
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
退
任
さ
れ
る
高
橋
茂
雄
理
事
・
堀

江
代
逸
理
事
・
五
十
嵐
茂
理
事
・
神
村
裕
子
理

事
を
代
表
し
て
高
橋
理
事
よ
り
御
礼
の
挨
拶
が

あ
り
、
ま
た
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
を
代
表

し
て
大
山
組
合
長
が
挨
拶
を
述
べ
総
会
終
了
と

な
っ
た
。

　

総
会
後
の
第
５
回
理
事
会
に
て
大
山
敏
弘
組

合
長
・
逸
見
孝
志
副
組
合
長
・
佐
藤
安
裕
専
務
・

伊
藤
理
人
信
用
事
業
専
任
常
勤
理
事
が
選
任
さ

れ
就
任
し
た
。
ま
た
、
第
４
回
監
事
会
に
て
高
橋

安
夫
監
事
が
代
表
監
事
に
、
舟
橋
昌
信
監
事
が

常
勤
監
事
に
互
選
さ
れ
た
。

第 75 回 通 常 総 会／ ／ ／ ／ ／

来賓　中央会　秋葉定総務部長より祝辞

開会・閉会の挨拶をする佐藤専務

挨拶を述べる大山組合長来賓の佐藤孝弘山形市長より祝辞

令和 5 年
6 月 16 日（金）

■第75回通常総会提出議案　全て賛成多数により可決されました。

第１号議案 令和４年度事業報告及び剰余金処分案の承認に関する件
[報告事項：貸借対照表、損益計算書、注記表］

第２号議案 定款の一部変更に関する件

第３号議案 令和５年度事業計画の設定に関する件

第４号議案 役員の選任に関する件

第５号議案 令和５年度における理事及び監事の報酬に関する件

第６号議案 役員退職慰労金支給に関する件

附帯決議案 許可申請に際し、法令その他行政庁の指示により字句その他の事項に
修正加除を要するときは理事会に一任する。

議　　　　案

監査報告をする高橋代表監事 議案の説明をする伊藤理事 斎藤充広議長（中鉄１）
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■出席組合員数　合計 770 名

実出席 ………………………  229名

委任状出席 …………………  541名

経済事業

●農業みらい基地創生プロジェクトにおける「山形セルリー」販売戦略の
強化。

●「良質米研究会」を主体とした高品質良食味米の生産維持と「ふるさと納
税返礼品」を活用した販売強化。

●米価安定へ向け、互助制度を活用し、ＪＡ山形市全体で「生産の目安」の
達成。

●「花き」・「野菜」の品質向上に向け、生産組織を支援。
●生産資材等の価格高騰に対応した農業経営継続・維持のための総合的

支援。

農業者経営支援事業

●超高齢社会への対応として、「相続まるごとサポート」と「遺言信託」の活
用による資産の継承支援。

●インボイス（適格請求書等保存方式）への対応と記帳代行業務の拡充。

信用事業

●農業融資の相談・提案。
●特殊詐欺等から組合員・利用者の財産を守り、安心して利用できる地域

金融機関の環境堅持。
●税制改正に対応する利用者の資産継承・形成の提案。
●組合員の安定的な収益確保と資産維持のため、不動産部と連携したリ

フォーム・リノベーション等の長寿命化の提案と必要となる資金の融資。
●インターネットバンキング・ＪＡカードの利用推奨によるキャッシュレス化

対応。
●各種手数料の見直し検討。

共済事業

生命共済
●相続対策（相続税納付・相続税軽減）としての終身共済の提案。
●就労不能・入院・介護・認知症等、自身の将来への不安に備える生存系

共済の推進。
建物共済
●火災はもちろん多発する自然災害にも対応できる、建物・家財の建物更生

共済・共栄火災保険加入推進。
自動車共済（交通事故）
●令和２年12 月に登場した日常生活賠償責任特約をはじめ、弁護士費用

保障特約や車両保障など自動車共済に安心を充実させる提案。
●「ＪＡ共済連山形村山自動車損害調査サービスC」との協働による組合

員・契約者事故対応の充実。
農業者賠償責任共済
●農業において発生する多様な賠償リスクに備える提案。

農林水産省の「改正共済事業向け総合的な監督指針」への対応

　共済推進を行う担当者は令和５年８月１日から貯金通帳を預かることがで
きなくなります。その為、信用担当と共済担当に分け、通帳の預かりは信用
担当しかできなくなります。

不動産事業（宅地等供給事業）

●入居率向上に向けて「安心・安全な住まいの提供」
・不動産センターのホームページ充実と国内最大級の不動産検索サイトへ

の物件掲載、不動産業者との連携強化。
・近県や地域の方へ向けた不動産センターの認知度を高める広告配信。
・不動産管理業務における職員による定期巡回体制で、環境整備と入居者

への情報発信。
・店舗の営業時間と営業スタイルを見直し、物件への入居希望者を職員が

同行案内してのセールスで成約率を高める。
・各種手数料のキャッシュレス決済の検討。
●不動産事業の開始から50 周年の節目となり、持続可能な賃貸経営を目

指すべく東北芸術工科大学と提携し「エコリノベーションプロジェクト」を
展開する。

●賃貸物件の長寿命化「持続可能な不動産経営」
・入居者ニーズにあわせた設備更新の提案と、物件の長寿命化を見据え計

画的な保全・修繕を提案
●新たなブランド化戦略「不動産の地産地消」
・管理業務協力業者や業務提携業者との定期的な情報交換により、物件

の大規模リフォームや新たな物件の企画に反映させ、家主と入居者双方
の満足度向上を目指した物件管理に取り組み、地域の方の利用に繋げる。

総務部

●自己改革への取り組み。　
●わかばの会活動への支援と協力。
●新型コロナウイルス感染症対策を含むBCP( 事業継続計画 ) の策定。
●日々の訪問活動と営業体制の再構築。
●コンプライアンス（法令順守）研修会。
●各種規程の見直し。
●正・准組合員台帳整備の継続実施。
●個人情報保護体制強化のためのクラウド方式の導入。
●持続可能な開発目標 (SDGs) 各項目への取り組みと支援。
●ガーデンテラス七日町の入居率向上の取り組み。
・各種メディアを利用したPRと、包括支援センター・総合病院への訪問

継続。
●国際的なマネー・ローンダリング（資金洗浄）への対応。
●カントリーエレベーター（第２）自主検査設備更新工事 30,400 千円

社会貢献活動

●食農教育のための教材およびこども食堂への食材提供。
●青少年育成事業と芸術文化活動への協賛。
●駅南アンダーの定期清掃。
●献血協力。
●市民後見人登録の継続。

協同会社 ㈱ジャオ ＪＡＯ『時代と市場の変化を捉えた事業展開』

●「JA でんき」の推進と「エアコン機器」の自社施工で組合員・利用者の負
担軽減を目指す。

●万一の火災に備えた、「消火器等の消防設備点検」を啓発し、組合員・利
用者の安全と資産管理をサポート。

●SS 及びランドリーの利用者拡大のためのイベント・キャンペーンの実施。
●「パーキングJA 山形市」の 24 時間営業化とキャッシュレス精算機能の導

入と併せた、周辺ホテルへの利用推進。

～訪問活動を基本に、組合員・利用者と “ 絆 ” を深め、多様化するニーズに対応する～

　令和５年度の基本的な考え方『ＪＡ山形市のまるごとブランド化』これは、総合事業として、当組合事業全てをまるごとブランド化してい

くというもの。また、サブタイトルとして『訪問活動を基本に、組合員・利用者と “ 絆 ” を深め、多様化するニーズに対応する』を掲げ、改め

て信頼関係を構築していく。

■役員改選による新執行体制

代表理事組合長 大山　敏弘
副組合長理事 逸見　孝志（昇任）
代表理事専務 佐藤　安裕
信用事業専任常勤理事 伊藤　理人
理　　　　事 山口　清志
　　 同 鈴木　政美
　　 同 佐藤　正義
　　 同 細川　　秀（新任）
　　 同 森谷　　潔（新任）
　　 同 會田　洋一（新任）
　　 同 松田　明子（新任）

新役員挨拶

退任の挨拶をする前理事（４名）

令和５年度の基本的な考え方

代 表 監 事 高橋　安夫
常 勤 監 事 舟橋　昌信
監　　　　事 清水　　覚
　　 同 安藤　弘子

■退任役員

前　　理　　事 髙橋　茂雄
　　　同 堀江　代逸
　　　同 五十嵐　茂
　　　同 神村　裕子
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鹿野会長より浦山長悦さんに

優勝杯が手渡されました。

　

６
月
22
日
（
木
）
、
北
山
形
支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
、
山
形
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
３
パ
ー
テ
ィ
ー
11
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
夏
日
か
ら
打
っ
て
変
わ
っ
て
天
候
や
気
温
に

も
恵
ま
れ
、
爽
や
か
な
風
の
中
で
豪
快
な
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を

重
ね
、
皆
様
楽
し
く
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
反
省
会
＆
表
彰
式
で
は
、
わ
か
ば
の

会
の
鹿
野
会
長
よ
り
特
別
賞
の
お
花
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ゴ

ル
フ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
最
後
は
お
互
い
の
健
闘
を

称
え
来
年
の
開
催
を
約
束
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

北
山
形
支
店
わ
か
ば
の
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

爽
や
か
な
風
の
中
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

優　

勝

　

浦
山　

長
悦

さ
ん
（
坂
の
上
）

準
優
勝

　

長
岡　

義
雄

さ
ん
（　

宮　

）

第
三
位

　

五
十
嵐
憲
治

さ
ん
（
横
宿
上
）斎藤充広さんによる始球式

優　

勝

　

志
鎌　

芳
仁

さ
ん
（
椹　

鉄
）

準
優
勝

　

細
川　
　

秀

さ
ん
（
東　

鉄
）

第
三
位

　

早
坂　

仁
志

さ
ん
（
東　

鉄
）

　

６
月
23
日
（
金
）
、
昨
年
に
引
き
続
き
小
白
川

支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
会
場
と

し
て
は
数
年
ぶ
り
と
な
る
山
形
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
て
７
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

狩
野
恒
治
さ
ん
（
小
白
川
２
）
の
始
球
式
で
ス

タ
ー
ト
し
、
雨
の
予
報
で
し
た
が
、
午
前
中
に
小

雨
が
降
っ
た
程
度
で
午
後
か
ら
は
梅
雨
を
感
じ

さ
せ
な
い
天
気
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
プ
レ
ー
も

活
気
づ
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
・
表
彰
式
で
は
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
で
交
流
を
行
い
、
今
後
の
健

闘
を
称
え
つ
つ
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

小
白
川
支
店
わ
か
ば
の
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

全
力
プ
レ
ー
で
天
気
予
報
も
変
え
る

　

６
月
29
日
（
木
）
、
宮
城
蔵
王
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
第
20
回
美
畑
支
店
わ
か
ば
の
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
10
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
か
ば
の
会
会
長
斎
藤
充
広
さ
ん
（
中
鉄
１
）
の

始
球
式
で
ス
タ
ー
ト
し
、
午
後
か
ら
は
青
空
の
広

が
る
梅
雨
の
晴
れ
間
の
も
と
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

の
連
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
ゴ
ル
フ
談
義
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
っ
て
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

美
畑
支
店
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

梅
雨
の
晴
れ
間
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

優　勝 佐藤　俊明 さん（准　組）

準優勝 狩野　恒治 さん（小白川２）

第三位 渡辺　　弘 さん（諏訪町）
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６
月
27
日
（
火
）
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
野
菜
専

門
委
員
会
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
（
廣
瀬
晋
之
介
部

長
・
准
組
・
八
日
町
）
に
よ
る
圃
場
巡
回
が
、

ト
キ
タ
種
苗
の
中
野
将
規
さ
ん
を
講
師
に
招

き
行
わ
れ
ま
し
た
。
圃
場
巡
回
で
は
各
部
員
の

栽
培
ハ
ウ
ス
を
全
て
周
り
、
こ
れ
か
ら
来
る
夏

時
期
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
防
除
・
施
肥
・

温
度
管
理
等
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
７
月
中
旬
の
学
校
給
食
の
他
、
県

内
へ
約
20
ｔ
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
21
日
（
水
）
の
理
事
会

で
、
令
和
５
年
度
各
組
織
へ
の

活
動
助
成
金
が
決
定
さ
れ
、７

月
４
日
（
火
）
に
本
店
に
て
大

山
組
合
長
よ
り
各
組
織
代
表

者
に
活
動
助
成
金
通
知
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

各
組
織
へ
活
動
助
成
金

助
成
金
通
知
書
を
交
付

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
圃
場
巡
回

梅
雨
時
期
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

　

６
月
21
日
（
水
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お
い
て
、４
月
下
旬
〜
５

月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
き
ゅ

う
り
部
（
長
谷
川
裕
一
部
長
・
横
宿
上
）

生
産
者
14
名
に
よ
る
き
ゅ
う
り
目
揃
い

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
り
が
良
い
お
い
し
い
露
地
き
ゅ
う

り
を
消
費
者
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
防
除

暦
・
出
荷
規
格
・
箱
詰
め
時
の
注
意
点

を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
内
と

関
東
方
面
へ
20
ｔ
の
出
荷
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

き
ゅ
う
り
目
揃
い
会

香
り
の
良
い
露
地
き
ゅ
う
り
を
全
国
へ

６
月
15
日
（
木
）
、
Ｊ
Ａ
山
形
市
良
質
米
研
究
会
の
雪
若
丸
研
究

会
（
逸
見
孝
志
会
長
・
上
町
４
）
に
よ
る
「
雪
若
丸
」
の
圃
場
巡
回
が

行
わ
れ
、
県
農
業
技
術
普
及
課
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

雪
若
丸
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
圃
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
草
丈
・
茎
数
・
葉
色
等
を
調
査
し
、
天
候
の
影
響
で

茎
数
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
育
は
良
好
に
進
ん
で
お
り

「
茎
数
を
確
保
し
た
圃
場
か
ら
中
干
に
入
る
よ
う
に
」
と
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
に
よ
る
巡
回
は
、
雪
若
丸
の
収
量
品
質
の
決
め
手
と

な
る
中
干
し
前
の
茎
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の
判
断
を
行
う
た

め
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
農
協
の
令
和
５
年
産
雪
若
丸
生
産
者
は
、13
経
営
体
・
作
付

面
積
14
・
３
ha
（
昨
年
は
14
経
営
体
・
作
付
面
積
13
・
２
ha
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 雪

若
丸
巡
回

大
粒
の
雪
若
丸
を
消
費
者
へ

活
動
助
成
金
交
付
組
織

・
青
年
部

・
認
定
農
業
者
の
会

・
大
型
農
機
研
究
会

・
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会

・
花
き
園
芸
専
門
委
員
会

・
良
質
米
研
究
会

参
加
者

・
村
山
総
合
支
庁

　

農
業
技
術
普
及
課

　

岡
本　

真
理

　
　

主
任
専
門
普
及
指
導
員

野菜園芸専門委員会　長谷川裕一会長（横宿上）
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６
月
８
日
（
木
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場

に
お
い
て
、
ひ
ま
わ
り
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
生
産
者
８
名
と
関
係
者
の
参
加

に
よ
り
目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
き
園
芸
専
門
委
員
会
草
花
部
長
の
五
十

嵐
雅
彦
さ
ん
（
観
音
下
）
よ
り
出
荷
時
の
切
り

前
や
出
荷
調
整
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

生
産
者
全
員
で
ひ
ま
わ
り
の
出
荷
規
格
に
つ

い
て
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
東

北
・
関
東
方
面
へ
約
６
万
本
の
出
荷
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
目
揃
い
会

夏
の
花
を
全
国
へ
お
届
け

　

６
月
26
日
（
月
）
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
部
会
（
早

坂
隆
部
長
・
上
町
１
）
に
よ
る
圃
場
巡
回
が
部

員
３
名
と
関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

圃
場
巡
回
で
は
、
高
品
質
な
生
産
を
目
指
し

て
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
こ
れ
か
ら
の
管

理
や
注
意
す
べ
き
病
害
虫
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

当
農
協
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
、７
月
上
旬

か
ら
10
月
下
旬
ま
で
と
出
荷
期
間
が
長
く
、
山

形
市
場
・
仙
台
市
場
・
関
東
方
面
へ
約
10
万
本

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
圃
場
巡
回

高
品
質
な
出
荷
を
目
指
し
て

　

６
月
６
日
（
火
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お
い
て
、

紅
花
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
産
者
７
名
と

関
係
者
の
参
加
に
よ
り
目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
き
園
芸
専
門
委
員
会
紅
花
部
長
の
高
木
拓
也
さ
ん
（
竹

上
２
）
よ
り
出
荷

時
の
枝
の
太
さ

や
下
葉
の
落
と

し
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
生

産
者
全
員
で
紅

花
の
出
荷
規
格

に
つ
い
て
の
統

一
を
図
り
ま
し

た
。
今

年

度

は

東

北
・
関

東

方

面
へ
約
５
万
本

の
出
荷
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

紅
花
目
揃
い
会

山
形
の
べ
に
ば
な
を
全
国
へ

・
村
山
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課　

　
　

主
任
専
門
普
及
指
導
員　
　
　
　
　

佐
藤　

正
美

氏

　
　

技
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
坂　

夏
希

氏　

・
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部

　
　

園
芸
部
園
芸
販
売
課　
　
　
　
　
　

佐
藤　

拓
夢

氏

・
株
式
会
社　

仙
花

　
　

営
業
部
第
２
営
業
担
当　
　
　
　

今
野　

貴
彦

部
長

　
　

営
業
部
第
１
営
業
担
当　
　
　
　

伊
藤　

耕
平

係
長

出席者

・村山総合支庁農業技術普及課

　主任専門普及指導員　佐藤　正美 氏

・村山総合支庁農業技術普及課

　主任専門普及指導員   　佐藤　正美 氏

　技師　　　　　　　　　板坂　夏希 氏

・全国農業協同組合連合会山形県本部

　園芸部園芸販売課　　　中村　信昭 氏

参加者
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1
セルリープロジェクト
進捗状況について

トピックス

令和５年 ６月 ７日（水） YBC「ピヨ玉ワイド」にて放送

 ６月23日（金） 全国共同出版株式会社

 　　　　　　　  村田編集長による視察・取材

 ６月30日（金） 羽黒・のうきょう食品加工

 　　　　　　　  橋本推進室長との出荷打合せ

 ７月 ４日（火） 春作セルリー反省会（14名）

令和５年 

　６月 15 日（木）18：00 ～ （本店３階南会議室）

　 賃料や間取りなど市場性や収益性確保のリーシング会議

　７月　４日（火）17：15 ～ （タウンハウス周辺）

　 JA 職員のまちあるきワークショップ

プロジェクト

令和５年６月23日（金）

経済部志田次長の投球

６月12日（月）きらやかスタジアムにて

７月４日（火）

JA 職員によるタウンハウス周辺のまちあるきワークショップ、 物件と地域・

農協を結ぶアイデアを生むグループディスカッションを行いました。

６月 15 日（木）

芸工大教員、不動産部の職員でリーシング会議を行いました。

第
58
回
山
形
実
業
人
野
球
大
会

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

６
月
２
日
（
金
）
と
６
月
12
日
（
月
）
、
当
農
協

親
睦
会
「
の
ん
き
な
殿
さ
ま
野
球
部
」
が
、
山
形

新
聞
主
催
の
企
業
間
野
球
大
会
「
第
58
回
山
形

実
業
人
野
球
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

強
豪
チ
ー
ム
か
ら
得
点
を
獲
得
し
、
選
手
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
」

エ
コ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
状
況
報
告

■ 第 58 回山形実業人野球大会

 ・６月  ２日（金）   対   スパコンズ

 ・６月 12 日（月）   対   EXPERT

全国共同出版株式会社

村田編集長による視察・取材
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管
理
業
務
協
力
業
者
４
社
と
の

意
見
交
換
会

令
和
４
年
度
の
振
り
返
り
と
改
善
点
・
課
題
を
検
討

　

６
月
20
日
（
火
）
午
後
４
時
よ
り
、
令
和
５
年
度
第
１
回
目
の
管
理
業
務
協
力
業
者
と

不
動
産
セ
ン
タ
ー
賃
貸
業
務
課
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
本
店
３
階
南
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

四
半
期
毎
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
令
和
４
年
度
の
繁
忙
期
を
終
え
た
振
り
返
り

と
、
今
後
の
改
善
点
や
課
題
検
討
な
ど
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
資
材
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
業
者
の
代
表
者
に
も

賃
貸
物
件
長
寿
命
化
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

令
和
５
年
度
の
入
居
決
定
に

繋
が
る
効
果
的
な
リ
フ
ォ
ー

ム
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
方
針

の
共
通
認
識
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

現
在
、
入
居
者
よ
り
水
回
り

や
電
気
設
備
に
つ
い
て
夜
間

の
問
い
合
わ
せ
が
特
に
多
く
、

修
繕
の
資
材
価
格
高
騰
対
策

と
あ
わ
せ
て
夜
間
の
出
張
料

金
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

物
価
上
昇
に
伴
う
家
賃
設

定
を
見
直
し
、
各
業
者
よ
り
築

年
数
経
過
に
よ
る
設
備
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
共
同
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
の
意
見
や
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

業
務
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

窓
口
用
封
筒
贈
呈
式

山
形
農
協
と
連
携
し
て
贈
呈

　

６
月
28
日
（
水
）
、
当
農
協
と
山
形
農
協
は
Ａ

４
判
の
広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
３
９
，０
０
０

枚
を
山
形
市
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の

８
月
に
、
農
業
振
興
を
通
じ
山
形
市
の
一
層
の

地
域
活
性
化
に
資
す
る
為
の
協
定
を
山
形
市
と

当
農
協
・
山
形
農
協
の
３
団
体
で
締
結
し
た
こ

と
を
機
に
共
同
で
贈
呈
し
、
今
年
で
４
年
目
と

な
り
ま
す
。

　

窓
口
用
封
筒
の
広
告
は
、
表
面
に
三
者
連
携

協
定
締
結
の
概
要
と
、
当
農
協
の
山
形
セ
ル

リ
ー
団
地
・
山
形
農
協
の
野
菜
ハ
ウ
ス
団
地
を

あ
わ
せ
た
総
称
「
お
い
し
い
サ
ラ
ダ
団
地
」
の
イ

ラ

ス

ト

地

図
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

含

め

た
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
取
組
み
「
国
消
国
産
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
裏
面
は
両
農
協
合
わ
せ

て
５
，
２
５
８
世
帯
の
賃
貸
住
宅
物
件
を
管
理

す
る
両
農
協
不
動
産
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
掲
載

し
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

佐
藤
市
長
は
「
毎
年
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
窓
口
用
封
筒
を

通
し
て
山
形
市
民
へ
サ
ラ
ダ
団
地

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

窓
口
用
封
筒
は
当
農
協
よ
り
平

成
19
年
か
ら
毎
年
贈
呈
し
て
お
り
、

山
形
農
協
と
協
同
で
贈
呈
し
た
分

も
含
め
て
累
計
４
６
１
，５
０
０

枚
と
な
り
ま
し
た
。

贈呈式参加者

・山形市

　佐藤　孝弘　市長

　山口　範夫　市民生活部長

　杉本　　肇　市民生活部次長（兼）市民課長

・山形農業協同組合

　岡崎　輝明　代表理事組合長

　栗原　秀行　代表理事専務

　三沢　昌広　経営管理部長

・当農協

　大山　敏弘　組合長

　佐藤　安裕　専務

　山口　真治　金融部長

設置場所

・山形市役所１階市民課窓口・２階税務署証明窓口

・霞城セントラル２階市民課証明コーナー

・千歳・金井・滝山・南沼原のコミュニティセンター
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開始50周年

不動産事業のあゆみ

昭和48年

 １月20日 宅地建物取引業の免許資格取得

 山形県知事⑴第514号

 ４月28日 第25回通常総会において、宅地・建物の取引の

施策推進することを基本方針とし、決議

 ５月１日 旧本店（幸町７－15）内に「開発室」を設置し

不動産事業を開始

昭和49年

 ５月１日 開発室から開発部へ組織変更

昭和52年

 ５月１日 開発部を不動産部に名称変更

昭和52年

 ６月18日 山形市農協貸地貸家部会　創立総会

昭和53年

 ４月１日 不動産部が信用部　不動産課に組織変更

昭和56年

 ４月１日 信用推進部　不動産課へ名称変更

昭和60年

 ４月１日 信用部　不動産課へ名称変更

昭和62年

 ４月１日 信用部　不動産課　職員４名体制へ…内１名西部

支店（現：下条支店）駐在

平成２年

 ４月１日 不動産部を新設

  （不動産課３名と不動産センター開設準備室２名）

 ５月２日 桧町４丁目に「不動産センター」着工

 ７月24日 「不動産センター」オープン（桧町・職員３名）

平成３年

 ４月１日 不動産部　職員７名体制へ

平成４年

 ４月１日 不動産部　職員８名体制へ

平成６年

 ４月１日 不動産部　新体制

  不動産課 → 本店不動産センター　職員３名

 ６月１日 不動産センター → 桧町不動産センター　職員４名

 ８月１日 新　　設 → 寿町不動産センター　職員３名

 ８月１日 「寿町不動産センター」オープン（６月９日着工）

平成７年

 ４月１日 寿町不動産センター　職員４名体制へ

平成12年

 ３月17日 山形市農協貸地貸家部会　発展的解散

平成13年

 ４月１日 本店不動産センター　→　幸町不動産センターに

名称変更

平成15年

 ４月１日 各不動産センターの営業時間変更

  月曜～土曜　９：30 ～ 18：00まで

平成16年

12月10日 ホームページでの物件紹介を開始

平成17年

 ３月22日 新本店（幸町18－20）完成に伴い不動産部２セ

ンター体制へ

  幸町不動産センター　→　本店不動産センターへ

再度名称変更

  寿町不動産センター　→　本店不動産センターへ

移転統合

  各不動産センターの営業時間変更

  平日９：30 ～ 18：00　土曜10：00 ～ 15：00

  日曜10：00 ～ 15：00（本店のみ日曜営業）

 ４月１日 不動産部　職員10名体制へ

 ７月１日 各不動産センターの営業時間変更

  平日９：00 ～ 17：00　土曜10：00 ～ 15：00

  日曜10：00 ～ 15：00（本店のみ日曜営業）

平成20年

 １月４日 不動産部新体制…桧町不動産センターを本店に

移転統合し、業務を分業制とする。

  １階　Ⅰ課…賃貸全般を担当

  ２階　Ⅱ課…企画・売買および統括を担当

 ４月１日 Ⅰ課　→　不動産センター

  Ⅱ課　→　不動産課　　　に名称変更

平成21年

 １月５日 土・日の営業を強化する為、不動産センターの定

休日を水曜日・祝日に変更

 ４月１日 不動産部　職員11名体制へ

12月15日 県内９ＪＡで山形県ＪＡ不動産事業担当者連絡会

を発足

平成22年

11月29日 第１回「ＪＡ山形市賃貸住宅管理契約組合員の集

い」開催

平成24年

 １月５日 管理契約物件に連帯保証代行システムを導入

 ８月21日 国土交通省における賃貸住宅管理業者登録

  国土交通大臣⑴第2209号

平成25年

 ５月29日 宅地建物取引業界の発展に寄与したことから、全

国宅地建物取引業協会連合会・山形県宅地建物

取引業協会から表彰

平成28年

 ５月５日 ＪＡ山形市のロゴリニューアルに伴い不動産関連

の看板を一新

 ７月28日 不動産課が本店２階から３階へ移転

平成31年

 １月４日 営業時間を変更　９：00 ～ 16：00

令和２年

 ４月８日 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で不動産セ

ンターの営業時間短縮10：00 ～ 15：00

令和３年

 ４月１日 不動産部　不動産センター…賃貸業務課と企画

業務課を総称して「不動産センター」と称す

　  （職員14名体制）

  不動産センター　→　賃貸業務課…アパート等や

土地・建物賃貸

  不動産課　　　　　　企画業務課…土地売却、

アパート等企画

令和４年

 １月19日 宅地建物取引業の免許資格更新

  山形県知事⒁第514号

 ４月８日 不動産部以外の職員を対象に「不動産センターサ

ポーター制度」を導入

11月１日 新型コロナウイルス感染状況が落ち着いてきたことか

ら不動産センターの営業時間変更９：00 ～ 15：00

11月22日 第６回「ＪＡ山形市賃貸住宅管理契約組合員の

集い」開催

 ２月２日 国土交通省における賃貸住宅管理業者　正式登録

  国土交通大臣⑵第3660号

令和５年

 ４月18日 東北芸術工科大学と連携して「エコリノベーショ

ンプロジェクト」始動

 ５月15日 企画業務課の営業時間変更

  平日９：00 ～ 15：00（賃貸業務課と同じ）



期　別 納付期限種　　類

７
月
の
税
金

固定資産税・都市計画税 ２期

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 １期

介護保険料（第１号被保険者） １期

下水道受益者負担金 １期

所得税の予定納税 １期

最上川土地改良区賦課金 １期

最上堰土地改良区賦課金 １期

７月31日

７月18日

７月31日

便 情報コ－ナ－

☆山形交響楽団

東北 UNITED　山響 × 仙台フィル合同演奏会

※山形公演

　～やまぎん県民ホールシリーズ Vol.2 ～

■７月 23（日）午後３時開演（午後２時開場）

■山形総合文化芸術館（やまぎん県民ホール）

　指　揮：パスカル・ヴェロ

　管弦楽：山形交響楽 　仙台フィルハーモニー管弦楽団

■お問い合わせ：山響チケットサービス

TEL：023（616）6607 （月～金（祝日を除く）10：00～17：00）

☆山形テルサホールでスタインウェイ

　ピアノを弾いてみよう！

世界三大ピアノの一つ、名器スタインウェイ

多くの有名ピアニストから愛用されているス

タインウェイ。国内有数の音響を誇る山形テルサホールで、そ

の音色と響きを体験してみませんか？

■７月８日から受付開始　　■１時間 3,000 円

■お問い合わせ：山形テルサ

　TEL：023－646－6677 （水曜休館日）

予約時間の詳細は山形テルサのホームページをご参照ください。

☆Ｊリ－グ・モンテディオ山形
　ホ－ム試合日程（ND ソフトスタジアム山形）

■７月 22 日（土）　キックオフ　　19：00

　　　　　　　　　　対戦カ－ド　　Ｖ・ファーレン長崎　

■８月 12 日（土）　キックオフ　　19：00

　　　　　　　　　　対戦カ－ド　　ジェフユナイテッド千葉

便 口座振込時の振込手数料の改定について
金融部よりお知らせ

重要

　平素は格別のお引き立てをいただき、

厚く御礼申し上げます。

　さて、当組合では振込をされる際の手数

料について、下記のとおり改定することと

いたしましたので、お知らせをいたします。

　当組合では、今後も社会情勢・経済環

境の変化を踏まえながら、お客様の多様

なニーズにお応えできるよう、各種サービ

スの充実に努めてまいります。引き続きご

愛顧賜りますようお願い申し上げます。

● 改 定 日：2023年７月１日（土）

● お問合せ　最寄りの本・支店へお問い
 　　　　　合せください。

改定後

同一店舗内

・当組合

　本支店あて

・他組合あて

・当組合

　本支店あて

・他組合あて

他金融機関

あて

１件につき

330円

１件につき

440円

１件につき

770円

改定前　　　　

５万円未満
　１件につき110円

５万円以上
　１件につき330円

５万円未満
　１件につき220円

５万円以上
　１件につき440円

５万円未満
　１件につき550円

５万円以上
　１件につき770円

同一店舗内

他金融機関

あて

■ 改定内容

● 両替・硬貨入金手数料も変更しております。

　 詳細はJA山形市HPをご参照ください。

国民年金保険料・保育所保育料は毎月納期です。

　各学校等の PTA諸会費 等の振替もご利用ください。

　山形二小・山形一中・二中・三中・市立山形商高・県内の各

県立高校の授業料等の口座振替も是非ご利用願います。

　税金・公共料金等の振替は、JA山形市の『おいしい口座振

替』をご利用ください。

※市県民税について

　事業専従者給与を受給されている方の市県民税の特別徴収

が、６月より開始されています。特別徴収された税金は、原

則として毎月納付をしなければなりませんが、納期の特例申

請をすれば、年２回（6月と12月）の納付で済みます。申請

はいつでもできますので、詳しくは各支店にお尋ね下さい。

※記帳について

　平成26年分申告より、農業、不動産および事業収入のある

全ての方に記帳義務が課せられました。記帳代行を希望する

方は、各支店またはアグリセンター農業者経営支援室までご

相談の上申し込み願います。

※派遣税理士制度を利用される皆さんへ

　ご自分で記帳され、確定申告書の作成について利用申込み

をなさる方は、各支店まで申し込み願います。

※担い手農業者の皆さんへ

　農業者年金の申し込みやご相談は各支店までお問い合わせ

願います。

便 お知らせ

102023.07



JA山形市・緊急時の連絡先一覧表便

■本　店　下記の担当部署へ直接電話をお願いします。

● 金融部　 信用課…☎023－623－0513

　 　　　　 共済課…☎023－623－0583

● 不動産部  不動産センター

　 賃貸業務課（1F） ☎023－631－1160（15：00まで）

　 企画業務課（3F） ☎023－623－0520（15：00まで）

● 総務部・監査室   ☎023－623－0526

■ 経済部（アグリセンター）　

   ・経済課  ・農業振興課　　
：023－645－4849

   ・農業者経営支援室

■ 北山形支店：023－644－3206

■ 小白川支店：023－623－0446

■ 下条支店　：023－644－5285

■ 上町支店　：023－644－6611

■ 美畑支店　：023－632－3840

● 交通事故　 自動車共済事故受付センター

　　0120－258－931（24時間対応）

　 レッカー・ロードサービス

　　0120－063－931（24時間対応）

● 葬　　儀

　 やすらぎ山形ホール JA葬祭

　　0120－567－685（24時間対応） 山形市深町一丁目2-37

　 やすらぎ嶋ホール JA葬祭

　　0120－835－527（24時間対応）山形市嶋北一丁目16-3

● キャッシュカード・通帳等の紛失や盗難

　 平 日／9:00～17:00

 　JA山形市　本・支店の口座開設店舗へ

　 夜間・土・日・祝日　

　　0120－066－443（24時間対応）

　 JAバンク・キャッシュカード紛失共同受付センター

｝

※本・支店および経済部の電話は夕方午後５時に留守番電話に切替わりますので、

電話は午前９時～午後５時までにお願いします。（不動産部を除く）

JA山形市の連絡先 時間外・緊急時の連絡先
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報
謹んでお悔やみ申し上げます。
◆ 美畑支店（三日町）の大沼淳作さん（93歳）6月20日逝去されました。 喪主は典子さん

◆ 下条支店（観音上）の半澤かち子さん（91歳）7月4日逝去されました。 喪主は隆さん

◆ 上町支店（上町１）の山口良一さん（66歳）7月5日逝去されました。 喪主は麻衣さん

◆ 上町支店（上町１）の鍋倉朝栄さん（94歳）7月6日逝去されました。 喪主は康治さん
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● 発行人／佐藤安裕　●発行日／令和５年７月14日
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 ●来月の一斉外務訪問日は８月10日（木）となります。

理事会だより便

《協議事項》   １議題

第１号議案　貸付金について

《主な報告事項》

なし

　第４回理事会６月16日（金）

《協議事項》   ２議題

第１号議案　第75回通常総会運営について

《主な報告事項》

●出資配当金の振込等について

●コンプライアンス研修会開催場所の変更について

　第５回理事会６月16日（金）

《協議事項》   ６議題

第１号議案　代表理事の選任について

第２号議案　組合長・副組合長・専務理事・信用事業

専任理事の選任について

第３号議案　JA山形市農業振興協議会構成委員に

ついて

第４号議案　退任役員への退職慰労金支給並びに

感謝状の贈呈について

第５号議案　令和５年度役員報酬について

第６号議案　組織機構図の変更について

《主な報告事項》

なし

　第６回理事会６月21日（水）

《協議事項》   ６議題

第１号議案　各組織への活動助成金について

第２号議案　山形地区カントリーエレベーター利用組合第

２カントリーエレベーター自主検査設備更新

工事について

第３号議案　貸付金の利率の最高限度について

第４号議案　信用供与等の最高限度額について

第５号議案　労働組合からの要求について

第６号議案　貸付金について

《主な報告事項》

●第75回総会地区別出席状況について

●JA財務モニタリングの実施について

●令和５年度公認会計士について

●コンプライアンス研修会について

●食料・農業・農村基本法の見直しに向けた山形県要請

集会について

●親睦会と青年部交流会について

●各地区わかばの会ビアパーティー等日程について

●傷害共済推進について

●山形市へ窓口用封筒贈呈について

●両替・硬貨入金手数料改定について

●令和５年産米出荷契約数量並びに出荷契約金の支払

いについて

●農業用廃プラスチック回収の実施について

●山形セルリ－プロジェクトについて

●JA山形市農業振興協議会　令和５年度生産調整面積

について

●７月８日（土）役職員コンプライアンス研修のため、不動

産センターを臨時休業する件について

●エコリノベーションプロジェクトについて

●令和４年度３月末決算監査報告について

●令和４年度３月末資産査定監査報告について

第３回理事会６月２日（金）

改正共済事業向け総合的な
監督指針への対応

便

　『共済事業向けの総合的な監督指針』の一部改正

に伴い、令和５年8月１日より、共済推進を行う役職員

が、共済契約者等の貯金通帳を預かる業務が出来なく

なります。

　これに伴い当組合では、共済契約者等から渉外での

貯金通帳預かりは共済まるごと担当および総合渉外

担当者以外の職員がお預かりします。ご協力とご理解

の程よろしくお願いいたします。

　尚、ご不明な点は各本支店にお問い合わせください。

お詫びと訂正便

先月号で次の表記に間違いがございました。

お詫びの上、訂正させていただきます。

3ｐ ミニトマト部圃場巡回

 　本文2行目

 　野菜園芸専門委員会ミニトマト部

≪正≫（廣瀬晋之介部長・准組・八日町）

≪誤≫（永野輝雄部長・片平）

重
要
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